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帝
国
在
郷
軍
人
会
松
原
村
分
会
が

昭
和
前
期
、
阿
保
茶
屋
・
高
見
に

昭和天皇の「御大典」と「行幸」記念碑

24

帝て
い

国こ
く

在ざ
い

郷ご
う

軍ぐ
ん

人じ
ん

会か
い

天
美
村
分
会
は
、昭
和
十
二

年
（
一
九
三
七
）
五
月
、
陸
軍
大
将
で
在
郷
軍
人

会
会
長
の
井い

の

上う
え

幾い
く

太た

郎ろ
う

に
揮き

毫ご
う

し
て
も
ら
っ
て
天

美
村
の
忠

ち
ゅ
う
こ
ん魂

碑ひ

を
建
て
ま
し
た
（
天
美
小
学
校

南
東
側
）。
同
年
十
二
月
に
は
、
恵
我
村
の
忠
魂

碑
が
同
じ
く
井
上
幾
太
郎
に
よ
る
揮
毫
で
、
恵
我

小
学
校
西
北
側
に
建
て
ら
れ
ま
す
。
同
碑
も
、
在

郷
軍
人
会
恵
我
村
分
会
が
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
309
）。

　
在
郷
軍
人
と
は
、兵
役
を
終
わ
っ
た
後
も
、

戦
争
が
起
こ
っ
た
際
に
は
召
集
さ
れ
る
軍
人

を
い
い
ま
す
。明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）、

軍
事
訓
練
と
国
民
統
制
の
た
め
、
帝
国
軍

人
会
が
各
地
に
で
き
ま
し
た
。
井
上
幾
太

郎
は
、
昭
和
十
二
年
か
ら
終
戦
の
二
十
年

（
一
九
四
五
）
ま
で
在
郷
軍
人
会
の
会
長
を

勤
め
て
い
ま
し
た
。
在
郷
軍
人
会
は
、
昭
和

二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
解
散
し
ま
す
が
、

同
会
が
建
碑
し
た
の
は
、
戦
死
者
を
弔
う
忠

魂
碑
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
近
鉄
河
内
松
原
駅
西
側
を
通
る

中な
か

高こ
う

野や

街
道
と
、
北
へ
す
ぐ
の
長な
が

尾お

街
道
が

交
差
す
る
地
は
、
阿あ

お
ん保

茶ち
ゃ

屋や

と
よ
ば
れ
て
い

ま
す
。
交
差
点
西
南
側
に
は
、「
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

役え
き

紀

念
」
碑
（
明
治
三
十
九
年
五
月
）
や
「
松
原

村
忠
魂
碑
」（
昭
和
十
年
四
月
）
が
並
ん
で
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
103
・

309
）。
こ
の
両
碑
の
前
、
中
高
野
街
道
沿
い
入

口
に
、「
御ご

大た
い

典て
ん

記
念
」「
松
原
村
分
会
」
と

刻
ん
だ
二
基
の
石
碑
が
見
ら
れ
ま
す
。「
松
原

村
分
会
」
の
裏
面
に
は
、「
昭
和
三
年
十
一
月
」

と
建
立
年
月
を
記
し
て
い
ま
す
。
昭
和
天
皇

の
即
位
を
祝
う
記
念
碑
な
の
で
す
。

　
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
二
月
二
十
五

日
、
大
正
天
皇
が
崩
御
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、
翌
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
一
月
〜

十
二
月
ま
で
の
御ご

大た
い

喪そ
う

の
儀
を
経
て
、
昭
和
三

年
（
一
九
二
八
）
一
月
十
七
日
か
ら
十
一
月
七

日
ま
で
、
昭
和
天
皇
の
大た

い

礼れ
い

前
儀
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
十
一
月
十
〜
十
一
日
に
か
け
て
は
即
位

礼
が
挙
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
続
く
、
十
一
月

十
二
日
か
ら
は
、
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

・
大だ

い

饗き
ょ
う・

大
礼
後

儀
が
十
一
月
三
十
一
日
ま
で
続
き
、
十
一
か
月

に
わ
た
る
儀
式
が
執と

り
行
わ
れ
た
の
で
す
。
そ

の
折
、
全
国
各
地
で
は
、「
代だ

い

替が
わ

り
」
の
「
御

大
典
」の
お
祝
い
を
大
々
的
に
行
っ
た
の
で
す
。

　
同
記
念
碑
は
、
昭
和
三
年
十
一
月
を
中
心
と
す

る
昭
和
天
皇
の
大
礼
儀
式
に
あ
わ
せ
て
、「
松
原

村
分
会
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
帝
国
在
郷
軍
人
会

の
松
原
村
分
会
が
明
治
三
十
九
年
の
「
日
露
戦
役

紀
念
」
碑
の
地
に
、
建
て
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、昭
和
天
皇
が
即
位
し
た
昭
和
時
代
前
期
、

わ
が
国
は
軍
国
主
義
化
と
戦
時
体
制
へ
と
進
ん
で

い
き
ま
し
た
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
一
月

十
三
日
、
河
内
平
野
一
帯
で
陸
軍
特
別
大
演
習
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
一
か

月
ほ
ど
前
の
十
月
一
日
に
北
河
内
郡
守
口
町
（
現

守
口
市
）
か
ら
南
河
内
郡
北き

た

八や

下し
も

村
河
合
（
現
河

合
二
丁
目
）
へ
移
転
し
て
き
た
ば
か
り
の
帝
国
女

子
薬
学
専
門
学
校
（
現
高
槻
市
、
大
阪
医
科
薬
科

大
学
）
に
野
外
総
監
部
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
昭
和
天
皇
が
新
校
舎
へ
行
幸
さ

れ
、視
察
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

天
皇
は
お
風
邪
を
召
さ
れ
て
行ぎ

ょ
う
こ
う幸が

か
な
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
参
謀
総
長
の

閑か
ん

院い
ん
の
み
や宮
載こ
と

仁ひ
と

親
王
な
ど
皇
族
方
や
陸
軍
高

官
が
野
外
総
監
部
と
な
っ
た
校
舎
で
視
察
さ

れ
ま
し
た
。
校
舎
を
は
さ
ん
で
、
隣
村
の
高

見
に
か
け
て
の
西に

し

除よ
け

川が
わ

や
近
鉄
高
見
ノ
里
駅

方
面
の
北
軍
と
、
河
合
集
落
南
方
の
南
軍
に

分
か
れ
て
訓
練
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

　
高
見
の
里
三
丁
目
に
、
高
見
神
社
が
鎮
座
し
て

い
ま
す
。「
シ
ン
メ
イ
様
」
と
よ
ば
れ
、
神し

ん

明め
い

社し
ゃ

と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
祭
神
は
天

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
と

推
測
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
の
丹た

ん

北ぼ
く

郡
高
見
村
の

氏
神
で
し
た
。
明
治
時
代
以
降
、
高
見
村
は
近
隣

の
阿
保・上
田・田
井
城
な
ど
の
村
々
と
合
併
し
て
、

中
河
内
郡
松
原
村
高
見
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
高
見
に
在
住
し
て
い
た
帝
国
在
郷
軍

人
た
ち
は
、
高
見
神
社
に
昭
和
天
皇
の
行
幸

が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
記
念
碑
を
神
社

境
内
に
建
て
た
の
で
す
。

　
高
見
神
社
入
口
の
鳥
居
を
入
っ
た
左
側
に
そ
の

石
碑
が
見
ら
れ
ま
す
。
右
側
の
碑
表
面
に
は
、
陸

軍
の
マ
ー
ク
（
☆
）
を
上
部
に
示
し
、中
央
に
「
行

幸
記
念
」
と
刻
み
ま
す
。
左
側
に
は
、
表
面
に
や

は
り
陸
軍
の
マ
ー
ク
（
☆
）
を
示
し
、中
央
に
「
高

見
在
郷
軍
人
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
裏
面
に
建

立
年
月
の
「
昭
和
七
年
十
一
月
建
立
」
と
記
し
て

い
ま
す
。
陸
軍
特
別
大
演
習
の
一
舞
台
と
な
っ
た

高
見
の
在
郷
軍
人
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
う
え
な

く
喜
ば
し
い
名
誉
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

　
す
で
に
、
高
見
の
人
々
は
、
高
見
神
社
で
昭
和

三
年
の
御
大
典
を
祝
っ
て
、幕
末
に
お
こ
っ
た「
え

え
じ
ゃ
な
い
か
」
を
再
現
し
、
驚
喜
し
て
乱
舞
し

て
い
ま
し
た
（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
108
・
219
）。
高

見
神
社
を
舞
台
に
し
た「
御
大
典
」祝
祭
か
ら「
行

幸
記
念
」
の
建
碑
は
、
戦
時
体
制
へ
と
向
か
う
歴

史
の
中
で
、
実
現
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

▲「御大典記念」碑　左が「御
大典記念」。右が「松原村分
会」。分会碑の裏面に「昭和3
年11月」とある。

▲高見神社（高見の里3丁目）　境内で
昭和3年11月の御大典の際、「ええじゃ
ないか」を再現して乱舞し、喜びを現し
た。鳥居左横に「行幸記念」碑が建つ。

▲「行幸記念」と「高見
在郷軍人」碑　在郷軍
人碑の裏面に「昭和7
年11月建立」とある。

▲阿保茶屋の記念碑（上田1丁
目）　手前の中央が「御大典記
念」碑。後方が「日露戦役」碑。
左の樹木の後ろが「忠魂碑」。


